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★★★

貫

　学習観をレベ
ルアップさせ，
自律した学習
者を育てる。
（学習環境づく
り）

自分の夢や目
標を他者に伝
える表現力を
育成する。

　「将来の夢や目標に向かって努力している」生徒の割
合は81％であるが，「自分の夢や目標を語るようにして
いる」生徒の割合は62％に留まっている。積極的に，表
現する場を増やし，生徒が自信をもって語る場の設定
が充分でなかったと思われる。

　将来の夢や目標に向かって努力している
場面を肯定的に評価し，自己肯定感を醸成
するとともに，自分の言葉で夢や目標を語れ
る場を設定していく。加えて，さまざまな教科
で横断的な学びに挑戦し，社会の一員にな
ることをより実感させる取組を進める。

★★ 貫

　ルールやマ
ナーなど規範
意識を身につ
ける指導の徹
底を図る。

　キャリア教
育を充実さ
せ，明確な夢
や目標を持つ
生徒を育成す
る。

　将来の夢や目標に向かって努力している生徒の割合
は，81％であり，目標値を達成することができている。ド
リームマップ作成等を通して，自身の夢を改めて認識し
たり，それに向かってどのように何を頑張ったらいいか
を知ることで，具体的な将来像を描き，前向きに取り組
むことができた。
　体育大会に満足している生徒の割合は，92％であり，
目標値を上回っている。今年は，活動に制限のある中
で，今できることを最大限実施することで，生徒の意欲
につなげることができた。

　各教科での横断的な学習を通して，具体
的な目標や将来像を明確にし，さまざまな職
業について知識を深め，自身の夢や目標に
向かって，自主的に学べるよう声かけを続け
ていく。
　２学期の文化活動発表会は，体育大会と
同様に，生徒主体かつ安心・安全に実施で
きるよう，生徒会を中心に取組を進めてい
く。

★ 貫

　「早寝・早起
き・朝ご飯」の
定着を図る。

　体力の向上
を図る。

　新体力テストにおける，県平均との比較では，25％の
種目が平均値を上回っている。

　特に課題となっている握力とシャトルランに
ついては，保健体育の授業ではもちろん，部
活や日常生活の中でも向上できる方策を考
え，実施していく。

　防災教育の
充実を図る。

　「避難訓練時に必要な行動ができる」と回答した生徒
の割合は99％であり，訓練であっても，自分の命を守る
ために必要な行動をしようとしている。

　今後も，防災教育に必要な知識と適切な
行動ができるよう，防災教育を積極的に推
進していく。

　児童生徒と
向き合う時間
の確保

　教職員アンケートの「生徒と向き合う時間が確保され
ていると感じる教員の割合」における肯定的評価は，
86％であった。アンケート結果を分析すると，生徒と直
接向き合えていないと，否定的な意見となっている傾向
が見られた。

　教職員の業務が，生徒たちに与えている
場面を取り上げ，教職員自らが生徒と向き
合っていると実感できるよう情報発信をして
いく。

　長時間勤務
の削減

　４月～８月までの５ヶ月間で，29人の常勤教員の時間
外勤務時間を入校退校記録を考察すると，時間外在校
時間が45時間を越える教員は，延べ人数で３５人いた。
従って，５ヶ月トータルで４５時間未満の職員は75％で
あった。
　年度始めの業務の過多と主任・主事のリーダーに，業
務が集中していると考える。

　年度初めの時期や部活，評価の時期は繁
忙期になるため，学期ごとの長いスパンの
中で先を見通した計画的な校務運営を心が
ける。また，職場環境やＩＣＴ環境を整えるこ
とで，業務の効率化を図りたい。

　「ルールやマナーを守って生活している」生徒の割合
は，９９％であり，目標値を達成することができている。
無言清掃チェックの実施などにより，生徒の意識を高め
ることができたと考えられる。生徒会執行部や学級の委
員会の人が主体となり，前向きに取り組みを進めること
ができた。

　無言清掃チェックや名札チェックなどの規
範意識を高める運動を引き続き進めていく。
また，部活動とも連携し，ルールやマナーを
定着させるような取組を考え，行っていく。

　『学び方５』を意識して学習に取り組んでいる生徒の割
合は７３％で，昨年度より５ポイント増加している。
　JCノートの提出率は，９３％と目標値を上回っている。
１００％をめざしていく。

　学習観レベルアップ講座を実施できたこと
が，肯定的評価の増加につながっていると
考えられる。引き続き，学習観レベルアップ
講座を定着させ，基礎的・基本的な知識・技
能を活用する力を身に付けさせる。

　「バランスの良い朝食を食べる生徒の割合」における
肯定的な評価は83％であり，目標値は達成している。し
かし，各学年に１割弱の課題の生徒がいる状況である。

　特に課題のある生徒については，授業や
部活，教育相談の場面で声かけを行い，改
善の手立てを生徒とともに考えていく。

　基礎的・基
本的な知識・
技能を習得さ
せ思考力・判
断力・表現力
の育成を図
る。

　規範意識を
身につけ，認
める・ほめる
指導により，
自尊感情を高
める。

教職員が自ら
の意欲と能力
を発揮できる
教育環境の
整備

基本的生活
習慣と体力の
向上を図る。

　「他者とのかかわり合いを通して理解を深めることが
できた」と答える生徒の割合が９４％であり，多くの生徒
が主体的に学び，理解を深めることができている。ま
た，「タブレットを活用して自分の意見を発表できた」と
答える生徒も８５％であり，目標値を越えることができて
いる。一方で，どの学年も１割弱の生徒は，学習に対し
て前向きな姿勢が持ちにくい状況にある。

　班やペア，グループ学習に対する制限が
続いているが，さらなる工夫をしながら，個
の考えを班やグループ，クラス全体へ共有さ
せるとともに，より深い理解につながる取組
を進めていく。
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　生徒が主体
的に学ぶ授業
づくりを行う。
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